
・・・
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開
会
あ
い
さ
つ

清
岡
共
同
代
表
（
全
労

連
副
議
長
）

不
当
解
雇
か
ら
一
〇

年
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

も
様
々
な
行
動
を
行
っ

て
き
た
が
、
解

決
が
実
現
で
き

て
い
な
い
。

宣
伝
行
動
や

大
勢
が
集
ま
る

取
り
組
み
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
は
一

つ
の
要
因
で
あ
る
。

闘
い
に
休
憩
は
な
い
。
一
〇
年
を

経
過
し
た
今
、
争
議
の
完
全
解
決
は

よ
り
一
層
切
実
で
あ
る
。
支
援
者
と

原
告
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
力
を
合

わ
せ
て
結
集
し
て
い
か
な
け
れ
ば
強

大
な
組
織
や
権
力
に
太
刀
打
ち
で
き

な
い
。
原
告
の
納
得
の
い
く
解
決
の

た
め
に
、
次
回
結
集
す
る
場
は
全
面

解
決
集
会
に
し
よ
う
で
は
な
い
か
。

◇

当
該
労
組
両
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

（
別
掲
）
の
後
、
津
恵
事
務
局
長
に

よ
る
経
過
報
告
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
討
論
で
は
各
地
域
で
の

活
動
報
告
、
意
見
お
よ
び
要
望
な
ど

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

【
主
な
発
言
】

・
一
〇
年
の
総
括
が
必
要
。
原
告
団
・

労
働
組
合
・
支
援
者
が
総
括
を
一

致
さ
せ
団
結
を
獲
得
す
る
必
要
が

あ
る
。
特
別
協
議
で
は
な
く
団
交

を
申
し
入
れ
、
全
国
的
宣
伝
を
。

応
じ
な
け
れ
ば
労
働
委
員
会
に
。

国
会
議
員
へ
の
要
請
を
強
化
。
一

〇
〇
〇
名
の
支
援
弁
護
士
の
ア
ピ
ー

ル
を
出
し
て
ほ
し
い
。

・
今
の
流
れ
で
は
解
決
し
な
い
。
一

〇
年
の
総
括
を
正
面
か
ら
行
い
教
訓

を
導
き
大
き
な
組
織
を
作
っ
て
全
国

統
一
運
動
を
提
起
し
て
ほ
し
い
。
大

企
業
の
争
議
解
決
に
は
第
三
者
機
関

を
入
れ
る
べ
き
。

・
株
主
総
会
行
動
に
全
国
展
開
す
べ

き
で
は
な
い
か
。
国
会
議
員
の
取
り

組
み
が
前
進
し
て
い
る
が
、
国
会
議

員
に
対
し
て
支
援
弁
護
士
一
〇
〇
〇

人
と
事
務
局
と
一
緒
に
真
剣
に
働
き

か
け
て
も
ら
い
た
い
。
政
治
的
に
解

決
す
る
以
外
に
な
い
。

・
真
剣
な
一
〇
年
の
総
括
が
な
い
。

労
組
潰
し
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、

納
得
で
き
る
解
決
を
め
ざ
す
べ
き
。

特
別
協
議
は
凍
結
し
、
解
決
に
特
化

し
た
団
交
の
申
し
入
れ
を
行
い
、
社

会
的
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
を
包
囲
す
る
必
要
が

あ
る
。

・
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
よ
く
頑
張
っ

て
き
た
。
国
会
の
動
き
は
勇
気
を
も

ら
っ
た
。
今
後
の
取
り
組
み
方
針
に

従
っ
て
す
み
や
か
に
具
体
化
し
て
ほ

し
い
。

・
会
社
は
引
き
延
ば
し
自
滅
を
待
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
？
早
期
解
決

に
は
ど
う
す
べ
き
か
議
論
し
て
ほ
し

い
。
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支
援
共
闘
会
議
発
足
か
ら
一
〇
年
、
二
月
一
七

日
后
六
時
半
よ
り
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当

解
雇
撤
回
国
民
共
闘
会
議
第
一
一
回
の
総
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
争
議
団
含
め
て
約
一
〇
五
名

の
参
加
で
し
た
。

［支える会運営委員会として熱く御礼申し上げます］

事務局長 柚木康子

コロナ禍で物販活動もなかなか難しいなかで、ＪＡＬ争

議団に対する支援の年末カンパなど、多くのご協力をいた

だきました。

１月末までのカンパは2,005,000円となりました。カン

パ金は12月、1月、2月と3回にわたり、寄せられた声と共

に争議団にお渡しました。声の一部をご紹介します。

・厳しい状況下での闘争、大変ご苦労さんです。オホーツ

ク管内でも、具体的な支援行動が取り組めず申し訳なく思っ

ています。早急に少額ですがカンパ送金致します。2021年

こそ、解雇当事者が主体の運動を展開し納得した解決を勝

ち取りましょう。

・お疲れ様です。追い詰めながら、なかなか解決しないも

どかしさはニュースを見ていて感じます。いまでは、日本

を代表するような争議になっていると思います。よくがん

ばられているみなさんの呼びかけに、年金暮らしのわずか

なことしかできませんが、今日お送りしました。がんばっ

てください。

・長期にわたる闘争に心が痛みます。少額で申し訳ありま

せん。本当はひとけたうえで送りたい！

両
争
議
団
代
表
あ
い
さ
つ

（
山
口
パ
イ
ロ
ッ
ト
団
長
）

一
〇
年
の
振
り
返
り
は
争
議

団
で
も
行
っ
て
い
て
、
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
も
踏
ま
え
て
今
後
も
闘
っ
て

い
く
。
一
〇
年
頑
張
っ
た
こ
と

も
確
認
し
て
い
る
。
目
先
に
と

ら
わ
れ
や
す
い
が
、
解
雇
の
狙

い
を
頭
に
お
い
て
闘
っ
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

あ
ら
ゆ
る
ツ
ー
ル
を
使
っ
て

い
き
た
い
。
国
会
議
員
は
率
直

に
私
た
ち
の
解
雇
問
題
を
受
け

入
れ
て
く
れ
て
い
る
。
納
得
い

く
解
決
め
ざ
し
て
頑
張
る
。

（
内
田
客
乗
団
長
）

雇
用
を
軸
に
解
決
と
会
社
は

言
っ
た
が
、
客
室
乗
務
員
争
議

団
に
は
未
だ
何
も
回
答
が
な
い
。

会
社
は
決
断
力
が
な
い
。

男
女
差
別
当
た
り
前
の
職
場

で
結
婚
・
妊
娠
し
た
ら
働
き
続

け
ら
れ
な
か
っ
た
中
で
闘
っ
て

き
た
も
の
い
う
客
室
乗
務
員
が

二
〇
一
〇
年
狙
い
撃
ち
さ
れ
た
。

総
会
の
方
針
に
加
え
て
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
高
ら
か
に
掲
げ

て
全
国
の
女
性
達
と
よ
り
一
層

連
帯
し
、
解
雇
問
題
、
現
場
の

客
室
乗
務
員
の
実
態
も
広
く
訴

え
改
善
し
て
い
き
た
い
。

「
何
と
し
て
も
解
決
す
る
」
決

意
で
原
告
団
一
同
奮
闘
す
る
。

（
二
頁
に
つ
づ
く
）



閉
会
あ
い
さ
つ

吉
永
共
同
代
表
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
議
長
）

一
〇
年
た
っ
て
一
〇
〇
人
以
上

の
結
集
は
す
ご
い
熱
意
だ
。
批
判

や
お
褒
め
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が

重
要
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
は
数
十
年
闘

い
続
け
て
今
、
山
が
動
い
て
き
た
。

か
わ
ら
な
い
と
思
う
こ
と
も
変
わ

る
。
解
決
さ
せ
る
と
言
い
続
け
る

こ
と
が
世
の
中
を
変
え
る
。
共
に

信
じ
て
共
闘
し
て
い
き
た
い
。

１
２
月

９
日

行
動

一
〇
年
前
の
一
二
月
九
日
は
Ｊ
Ａ

Ｌ
か
ら
の
解
雇
予
告
通
知
が
発
せ
ら

れ
た
日
で
す
。
争
議
解
決
を
求
め
る

半
日
行
動
が
Ｊ
Ａ
Ｌ
解
雇
撤
回
国
民

共
闘
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
一
二
時
～
一
三
時
）

約
一
七
〇
名
の
参
加
者
で
、
多
く

の
方
か
ら
激
励
・
連
帯
の
ご
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。
（
一
部
紹
介
）

◆
支
援
共
闘
中
岡
共
同
代
表
（
全
労

協
事
務
局
長
）

支
援
共
闘
は
四
つ
の
要
求
で
闘
っ

て
き
た
が
、
解
決
の
糸
口
さ
え
見
え

な
い
。
国
交
省
は
当
事
者
で
は
な
い

と
言
わ
ん
ば
か
り
だ
が
、
紛
れ
も
な

い
当
事
者
だ
。

◆
支
援
共
闘
初
代
共
同
代
表
毎
日
新

聞
東
海
林
さ
ん

整
理
解
雇
を
元
に
戻
す
と
い
う
当

た
り
前
の
こ
と
が
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
で
き
な

い
。
コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
こ

の
争
議
は
勝
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

多
く
の
労
働
者
の
支
え
で
あ
り
期
待

の
星
だ
、
必
ず
勝
ち
ま
し
ょ
う
！

◆
Ｊ
Ａ
Ｌ
闘
争
を
支
え
る
熊
谷
の
会

丸
山
事
務
局
長

赤
坂
社
長
の
言
葉
は
そ
の
場
か
ぎ

り
だ
。
社
長
の
発
言
は
そ
ん
な
に
軽

い
の
か
。
長
い
経
験
と
知
識
を
持
っ

た
労
働
者
を
追
い
出
す
卑
劣
の
行
為

だ
。
監
督
官
庁
の
責
任
は
重
い
。
勝

利
す
る
ま
で
連
帯
し
て
戦
い
ま
す
！

◆
神
奈
川
労
連
宮
垣
さ
ん

国
交
省
は
航
空
の
安
全
と
公
共
性

を
守
る
の
が
使
命
。
こ
の
整
理
解
雇

は
国
家
的
な
解
雇
だ
。
安
全
に
は
経

験
が
必
要
。
民
事
不
介
入
と
い
う
が

そ
れ
で
安
全
は
守
れ
る
の
か
！

◆
内
田
客
乗
団
長

ベ
テ
ラ
ン
乗
務
員
を
解
雇
対
象
と

し
た
こ
と
を
国
交
省
に
問
い
た
い
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
再
生
は
国
交
省
主
導
で
行
わ

れ
て
来
た
。
労
使
で
話
し
合
え
、
介

入
は
し
な
い
は
責
任
放
棄
。
争
議
に

関
与
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
山
口
乗
員
団
長

整
理
解
雇
で
な
く
物
言
う
労
働
者

の
排
除
だ
っ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
内
向
き
・

無
責
任
体
質
は
ず
っ
と
変
わ
っ
て
い

な
い
。
今
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
私
た
ち
の
解
雇
は
放
置
し
た
ま
ま
、

雇
用
と
安
全
は
守
る
と
言
い
、
国
に

支
援
を
求
め
て
い
る
。
国
交
省
は
関

係
な
い
と
言
え
る
立
場
に
な
い
。
解

決
す
る
ま
で
粘
り
強
く
闘
う
。

＊
他
に
Ｃ
Ｃ
Ｕ
古
川
委
員
長
、
Ｕ
Ａ

争
議
団
か
ら
御
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
国
民
共
闘
中
岡
共
同
代
表

（
全
労
協
事
務
局
長
）
と
共
に
争
議

団
か
ら
八
名
が
参
加
、
一
二
社
、
一

四
名
の
記
者
が
出
席
し
活
発
な
質
疑

応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

又
、
こ
の
記
者
会
見
に
つ
い
て
は

毎
日
新
聞
に
も
大
き
く
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。

内
田
客
乗
団
長
発
言

客
室
乗
務
員
は
、
以
前
は
三
〇
歳

定
年
、
結
婚
す
る
と
退
職
だ
っ
た
。

男
女
差
別
雇
用
を
是
正
さ
せ
る
た
め

に
闘
っ
て
き
た
者
、
非
正
規
化
の
流

れ
の
中
で
非
正
規
化
に
反
対
し
て
闘
っ

て
き
た
者
が
解
雇
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

な
っ
た
。
物
言
う
女
性
が
封
じ
込
め

ら
れ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
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【両労組委員長あいさつ】

◇ 日本航空乗員組合柴田委員長

新型コロナウイルス感染の拡大により、航空業界は深刻なダメージを受けてい

るが、十分な手元資金が確保されているとして「雇用と賃金の心配ない」と経営

はいうが、ことある度に2010年の経営破綻が脳裏をよぎる。統一要求のもとに粘

り強い交渉の中特別協議が開催され、乗員組合からは原告三名の地上職採用が実

現し、さらに３名の採用面談が進行中である。地上職採用凍結、余剰人員の他社

への出向などが行われている中で、嘱託採用とはいえＪＡＬ本体への採用実現は、

大きな成果である。

また、ＺＩＰＡＩＲ乗務職採用では、原告ではないが、被解雇者から１名、そ

の他元ＪＡＬ乗員からも５名以上の採用が実現している。これも統一要求への回

答であり、これまで皆さんと共に歩んできた運動の成果であると言って間違いな

い。

今後も、希望者の地上職採用を進めていくとともに、引き続き、乗務職として

の職場復帰、金銭面での解決といった課題にも向き合い、１日も早い解雇問題の

解決に向けて取り組みを進めていきたい。

◇ キャビンクルーユニオン古川委員長

長引くコロナ禍により、客室乗務員の本来業務が大幅に減らされ、フライトは

月に約４から５日、それ以外は自宅待機・テレワークが一年近く続いている。

ＣＣＵでは、コロナ対策を充実させ、安全・安心の提供を要求し、航空内の組

織と連帯しながら、国交省、厚労省、定期航空協会にも働きかけを行ってきた。

ＣＣＵ独自の30項目以上の要求がこの１年で前進したのは職場と一体となって取

り組んだ成果である。

6000名のＣＡの内200名を切る組織数だが、アンケートでは1000名を超える人

が参加し、賃金ダウン、生活実態、将来不安等の声が寄せられた。

10年で破綻も整理解雇も知らない人が増え、当時を知っている人は一割だ。日

航内からの圧力を高めるためには、原告と現役が一体となり、外と内の取り組み

を結ぶ運動を繰り広げなければならない。会社との交渉では、社長発言に責任を

持って対応するよう厳しく追求していく。株主総会では「解決した」と報告でき

るよう尽力したい。

（
三
頁
に
つ
づ
く
）



山
口
パ
イ
ロ
ッ
ト
団
長
発
言

こ
の
解
雇
は
整
理
解
雇
で
は
な

く
指
名
解
雇
で
あ
る
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
は
私
が
入
社
し
て
か
ら

事
故
で
七
三
一
名
の
犠
牲
者
を
出

し
て
い
る
。
安
全
運
航
確
保
の
た

め
に
声
を
出
さ
な
い
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
に

は
先
が
な
い
と
真
剣
に
思
い
頑
張
っ

て
き
た
。

も
の
を
言
う
か
ら
切
る
と
い
う

の
は
七
三
一
名
の
犠
牲
者
を
出
し

て
い
る
会
社
の
す
る
こ
と
で
は
な

い
。

＊
団
長
発
言
の
後
、
争
議
団
員
二

人
か
ら
一
〇
年
の
思
い
を
述
べ
ま
し

た
。

（
一
三
時
半
～
一
四
時
半
）

約
一
五
〇
名
の
参
加
者
で
し
た
。

新
橋
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
も
よ
く
見

え
る
広
場
で
の
宣
伝
は
ア
ピ
ー
ル
度

も
抜
群
で
、
行
き
交
う
人
に
訴
え
ま

し
た
。
ビ
ラ
の
取
り
も
よ
く
大
勢
の

方
に
ビ
ラ
を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◆
清
岡
支
援
共
闘
共
同
代
表
（
全
労

連
副
議
長
）

企
業
に
は
雇
用
と
暮
ら
し
を
守
る

責
任
が
あ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
を
放
置

す
る
こ
と
は
首
切
り
自
由
を
許
す
こ

と
に
な
る
。
解
決
し
て
安
心
し
て
働

け
る
、
利
用
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
Ｊ

Ａ
Ｌ
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

◆
支
え
る
会
柚
木
事
務
局
長

解
雇
さ
れ
る
理
由
は
微
塵
も
な
か
っ

た
。
事
故
で
七
〇
〇
名
以
上
の
犠
牲

者
を
出
し
た
経
営
に
対
し
、
チ
ェ
ッ

ク
機
能
を
果
た
し
て
き
た
労
組
を
嫌

悪
し
て
労
組
員
の
首
を
切
っ
た
。
こ

の
体
質
を
変
え
な
い
と
安
心
し
て
Ｊ

Ａ
Ｌ
に
は
乗
れ
な
い
！

◆

客

乗

争

議

団

山

田

さ

ん

解

雇

さ

れ

た

時

、

娘

に
「
お
母
さ
ん
何
か
悪
い
こ
と
し
た
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昨
年
一
一
月
二
六
日

に
有
志
議
員
一
一
名
に

よ
り
Ｊ
Ａ
Ｌ
か
ら
の
ヒ

ヤ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
対
応
が
不

十
分
だ
っ
た
こ
と
か
ら

再
度
上
記
の
有
志
議
員

が
植
木
会
長
と
赤
坂
社

長
宛
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
へ

の
参
加
要
請
文
を
送
付

し
ま
し
た
。

二
月
一
〇
日
、
会
社

か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で

テ
レ
ワ
ー
ク
を
し
て
い

る
。
決
算
時
期
で
も
あ

り
社
内
で
ま
と
ま
っ
て

い
な
い
。
ま
と
ま
っ
た

ら
再
度
連
絡
し
ま
す｣

と
の
連
絡
が
入
っ
た
そ

う
で
す
。

植
木
会
長
、
赤
坂
社

長
は
真
摯
に
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。

【
矢
上
議
員
（
立
憲
民
主
党
）
が
内
閣
に
提
出
の

質
問
主
意
書
に
回
答
】

支
え
る
会
通
信
四
二
号
で
お
伝
え
し
た
立
憲
民
主

党
矢
上
衆
議
院
議
員
か
ら
の
質
問
主
意
書
に
対
し
、

内
閣
か
ら
は
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
日
本
航
空
株

式
会
社
に
お
け
る
雇
用
関
係
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
同
社
に
お
い
て
適
切
に
対
処
す
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
る
。
」
と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
政
府
は
、
日
本
航
空
が
一
六
五
名
の

解
雇
争
議
に
つ
い
て
、
適
切
に
対
処
し
て
い
な
い
と

認
め
た
こ
と
で
す
。
今
後
も
有
志
議
員
に
よ
り
ヒ
ヤ

リ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
責
任
を
追
及
し
て

く
だ
さ
る
と
の
こ
と
で
す
。

JAL解雇争議に関するヒヤリングへの参加要請

新型コロナの感染拡大で「緊急事態宣言」が発令され、感染の収束が見通せませ

ん。航空業界では国際線の大幅な運休と国内線での減便が余儀なくされ、貴社にお

かれても深刻な影響が出ているものと推察致します。

さて、こうした状況下ではありますが、貴社で解雇された165名の労働者の争議

は11年目に入りました。長引く争議は労働者の権利や人道上の問題だけでなく、航

空の安全への影響も懸念されるところです。

貴社の争議については、昨年11月26日に貴職並びに人事・労務責任者のご出席を

求めてヒヤリングを実施したところですが、再確認いたしたい点がございます。そ

こで、再度「ヒヤリング」を設ける予定ですので、ご参加いただきたく要望いたし

ます。

ご多忙とは存じますが、下記までご連絡いただきますようお願い致します。

自由民主党 江崎鐵磨議員 山本朋広議員

立憲民主党 福田昭夫議員 早稲田ゆき議員 真山勇一議員(参議院)

日本共産党 穀田恵二議員 高橋千鶴子議員

社会民主党 福島瑞穂議員(参議院)

無所属 芳賀道也議員(参議院)

（
四
頁
に
つ
づ
く



の
？
」
と
言
わ
れ
、
子
供
の
心
も

傷
つ
け
た
。

旅
客
と
は
運
命
共
同
体
、
安
全

の
た
め
労
働
条
件
向
上
の
た
め
、

誇
り
を
持
っ
て
戦
っ
て
い
た
。
そ

れ
を
憲
法
違
反
ま
で
し
て
解
雇
し

た
。
解
決
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
！

◆

乗

員

争

議

団

和

波

さ
んコ

ロ

ナ

禍
で
解
雇
・

雇

止

め

さ

れ

た

労

働

者
の
分
ま
で
訴
え
た
い
。
安
全
に

対
し
て
も
の
を
言
っ
て
き
た
。
そ

れ
は
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
か
ら
の
警
告

ラ
イ
ト
だ
。
争
議
解
決
は
私
た
ち

の
雇
用
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。

会
社
に
、
政
府
に
対
し
て
も
の
を

言
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＊
他
に
、
東
京
全
労
協
寺
嶋
事
務

局
長
、
全
労
連
仲
野
幹
事
、
Ｃ
Ｃ

Ｕ
前
田
執
行
委
員
、
乗
員
組
合
飯

田
副
委
員
長
、
郵
政
ユ
ニ
オ
ン
日

巻
委
員
長
、
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
大
岡
委

員
長
か
ら
御
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

１
２
月
２
１
日

本
社
前
で
争
議
団

が
訴
え
！

不
当
解
雇
か
ら
丸
一
〇
年
を
目

前
に
し
た
一
二
月
二
一
日
、
沢
山

の
争
議
団
員
で
赤
坂
社
長
に
思
い

を
訴
え
よ
う
と
本
社
前
に
二
九
名

が
集
ま
り
訴

え
ま
し
た
。

以
下
は
訴
え

た
内
容
の
一

部
で
す
。

・
三
八
年
間
、

客
室
乗
務
員

の
仕
事
に
誇

り
を
持
っ
て

働
い
て
き
た

が
、
年
齢
だ

け
を
理
由
に

解
雇
さ
れ
た
。

大
み
そ
か
に

首
を
切
ら
れ
、

家
族
に
も
淋

し
い
お
正
月

を
迎
え
さ
せ

た
こ
と
は
忘
れ

ら
れ
な
い
嫌
な
思
い
出
に
な
っ
た
。

納
得
で
き
ず
中
途
半
端
な
ま
ま
人
生

を
過
ご
し
て
い
る
。
人
生
を
返
し
て

欲
し
い
。
謝
罪
の
一
言
が
聞
き
た
い
。

・
六
二
〇
〇
名
を
採
用
し
て
も
、
Ｉ

Ｌ
Ｏ
か
ら
４
度
も
勧
告
が
出
さ
れ
て

も
、
社
長
が
解
決
す
る
と
発
言
し
て

も
解
決
し
な
い
の
は
何
故
か
、
疑
問

だ
け
が
積
み
重
な
る
。
一
〇
年
は
戻
っ

て
こ
な
い
。
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
た
い
。
コ
ロ
ナ
後
を
考
え
て
も
解

決
は
得
策
だ
。

・
希
望
退
職
応
募
年
齢
を
四
五
歳
以

上
と
し
た
こ
と
か
ら
も
組
合
潰
し
を

直
感
し
た
。
二
〇
一
〇
年
一
一
月
時

点
で
社
内
は
す
で
に
上
場
準
備
室
が

立
ち
上
が
り
、
一
二
月
段
階
で
債
務

超
過
は
解
消
さ
れ
て
い
た
。
不
当
な

解
雇
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
。

早
く
解
決
し
て
新
た
な
気
持
ち
で
新

年
を
迎
え
た
い
。

・
仕
事
が
好
き
で
定
年
ま
で
働
き
た

か
っ
た
の
に
悔
し
い
。
履
歴
書
は
整

理
解
雇
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

な
く
し
た
い
と
一
〇
年
闘
っ
て
い
る
。

年
内
は
ま
だ
一
〇
日
も
あ
る
。
解
決

の
決
断
を
し
て
ほ
し
い
。

＊
各
自
の
訴
え
の
後
、
両
団
長
と

争
議
団
員
は
年
内
解
決
を
本
社
に
要

請
し
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
宣
伝
＠
蒲

田
＆
横
浜
＆
愛
知

【
一
二
月
二
四
日
】

蒲
田
駅
東
口
前
広
場
に
て
大
田
実

行
委
員
会
主
催
で
ク
リ
ス
マ
ス
・

イ
ブ
宣
伝
が
行
わ
れ
、
七
四
名
が

結
集
し
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
と
ト

ナ
カ
イ
の
帽
子
を
被
っ
て
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

【
一
二
月
二

五
日
】

桜
木
町
駅

前
広
場
に
て

か
な
が
わ
連

絡
会
主
催
の

ク
リ
ス
マ
ス

宣
伝
が
行
わ

れ
六
八
名
が

結
集
、
神
奈

川
選
出
の
国

会
議
員
三
名
（
立
憲
民
主
党
真
山

勇
一
参
議
院
議
員
、
早
稲
田
ゆ
き

衆
議
院
議
員
、
共
産
党
畑
野
君
枝

衆
議
院
議
員
）
が
駆
け
付
け
く
だ

さ
り
、
激
励
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

【
一
二
月
二
六
日
】

Ｊ
Ａ
Ｌ
解
雇
撤
回
愛
知
の

会
も
名
古
屋
駅
前
で
宣
伝
行

動
を
実
施
、
争
議
団
が
参
加

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
九

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

★
支
援
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
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12月21日、本社前で訴える争議団＝共闘会議ニュースより


